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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して画像を得る撮像手段と、
　前記撮像手段により得られた画像を記憶装置に記憶する第１の記憶制御手段と、
　前記記憶装置に記憶された複数の画像のうち、指定された画像を表示する画像表示手段
と、
　ユーザからの指示に応じて、前記記憶装置に記憶された複数の画像を所定の順番で順次
指定する指定手段と、
　前記記憶装置に記憶された複数の画像の少なくとも１つを編集する編集手段と、前記編
集手段により編集された編集画像を新たな画像として前記記憶装置に記憶する第２の記憶
制御手段と、
　前記記憶装置に記憶された複数の画像のうち、前記編集後に指定される画像を前記編集
画像と編集前の元画像とのいずれとするかを選択させるための選択画面を表示する選択画
面表示手段とを有するデジタルカメラ。
【請求項２】
　前記編集手段により画像を編集するための編集モードを有し、
　前記選択画面表示手段は、前記編集モードを終了したことに応じて前記選択画面を表示
することを特徴とする請求項１に記載のデジタルカメラ。
【請求項３】
　指定されている画像の印刷を指示する印刷指示手段を有する請求項２に記載のデジタル
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カメラ。
【請求項４】
　前記編集手段は、前記編集モードにおいて複数の画像を編集可能であり、
　前記選択画面において編集画像の指定が選択された場合には、一画面に前記編集モード
で編集した画像の縮小画像を複数表示するマルチ表示を行うマルチ画像表示手段を有する
ことを特徴とする請求項２または３に記載のデジタルカメラ。
【請求項５】
　前記編集モードを終了した際に、前記編集モードにおいて画像の編集が行われたか否か
を判断する判断手段をさらに有し、
　前記選択画面表示手段は、前記判断手段により前記編集モードにおいて編集された画像
があると判断した場合に前記選択画面を表示し、前記判断手段により前記編集モードにお
いて編集された画像がないと判断した場合に前記選択画面を表示しないことを特徴とする
請求項２乃至４のいずれか１項に記載のデジタルカメラ。
【請求項６】
　前記判断手段は、前記編集モードを開始する際に前記記憶装置に記憶されていた画像の
数と、前記編集モードを終了する際に前記記憶装置に記憶されていた画像の数とを比較す
ることで、前記編集モードにおいて編集された画像があるか否かを判断することを特徴と
する請求項５に記載のデジタルカメラ。
【請求項７】
　前記選択画面表示手段は、前記編集手段による画像の編集を行った後に前記選択画面を
表示することを特徴とする請求項１に記載のデジタルカメラ。
【請求項８】
　前記編集手段による編集は、赤目処理、色補正、画像の回転、露出補正、画像のトリミ
ングのいずれかを含むことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のデジタル
カメラ。
【請求項９】
　被写体を撮像して画像を得る撮像工程と、
　前記撮像工程で得られた画像を記憶装置に記憶する第１の記憶工程と、
　前記記憶装置に記憶された複数の画像のうち、指定された画像を表示する画像表示工程
と、
　ユーザからの指示に応じて、前記記憶装置に記憶された複数の画像を所定の順番で順次
指定する指定工程と、
　前記複数の画像の少なくとも１つを編集する編集工程と、
　前記編集工程で編集された編集画像を新たな画像として前記記憶装置に記憶する第２の
記憶工程と、
　前記記憶装置に記憶された複数の画像のうち、前記編集後に指定される画像を前記編集
画像と編集前の元画像とのいずれとするかを選択させるための選択画面を表示する選択画
面表示工程とを有するデジタルカメラの制御方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、請求項１乃至８のいずれか１項に記載のデジタルカメラの各手段とし
て機能させる、コンピュータ読み取り可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置において画像編集を終えた後に表示する画像を選択する技術に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、画像処理装置並びに撮像装置の高機能化が進み、記録媒体に記録されている画像
或いは撮像した画像（以下、単に「画像」と呼ぶ）を単に表示（再生）するのみではなく
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、画像を編集して新たな画像として保存可能な機能を有するものがある。
【０００３】
　従来の画像処理装置では、画像を別ウインドウで編集したあとにウインドウの切り替え
を行った場合に、切り替え後のウインドウに編集前の画像を表示するもの、或いは新たに
保存された編集後の画像を表示するものがあった。これは、編集前の画像または編集後の
画像のいずれか一方を固定的に表示するものであった（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平０６－０８３９１９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、編集前の画像を表示することと編集後の画像を表示することのどちらが
よいかは、場合によって異なる。
【０００５】
　例えば、編集後の画像が新規保存された場合に、編集前の画像を表示する画像処理装置
では、編集後の画像が発見されづらい。ユーザが編集した画像をすぐにプリントしたい場
合などには、編集後の画像を探すために画像送りの操作を行わなければならず、非常に煩
雑である。
【０００６】
　逆に、編集後の画像を表示するよう制御された画像処理装置では、編集前の画像がどれ
であったか探すのに手間取ってしまうという問題があった。例えば、ユーザが同じ画像に
対して異なる編集を行いたい場合には、一度編集を行うたびに、もう一度編集前の画像を
探すために画像送りの操作を行わなければならず、非常に煩雑である。
【０００７】
　このように、編集処理の後に編集前の画像と編集後の画像のどちらを指定するのがよい
かは、ユーザの意図によって変わるものである。この問題は、例えばデジタルカメラのよ
うに、予め定められた順番で画像を順次指定する装置の場合に顕著である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るデジタルカメラは、被写体を撮像して画像を得る撮像手段と、前記撮像手
段により得られた画像を記憶装置に記憶する第１の記憶制御手段と、前記記憶装置に記憶
された複数の画像のうち、指定された画像を表示する画像表示手段と、ユーザからの指示
に応じて、前記記憶装置に記憶された複数の画像を所定の順番で順次指定する指定手段と
、
　前記記憶装置に記憶された複数の画像の少なくとも１つを編集する編集手段と、前記編
集手段により編集された編集画像を新たな画像として前記記憶装置に記憶する第２の記憶
制御手段と、前記記憶装置に記憶された複数の画像のうち、前記編集後に指定される画像
を前記編集画像と編集前の元画像とのいずれとするかを選択させるための選択画面を表示
する選択画面表示手段とを有する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、編集処理を行った後の画像の閲覧において、ユーザはより自らの意図
に沿った画像の閲覧を、手間をかけず速やかに行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　＜第１の実施形態＞
　図１は、本発明を適用可能な画像処理装置に対し、更に撮像手段を有する撮像装置１０
０の構成を示す機能ブロック図である。本実施形態では撮像装置１００に本発明を適用す
ることとして説明するが、撮像機能を備えないＰＣ（パーソナルコンピュータ）、携帯電
話、ＰＤＡ、画像閲覧ビュアーなどの画像表示装置にも本発明を適用可能である。本発明
の特徴は、複数の画像データの中から表示対象画像を選択するための技術にあるからであ
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る。
【００１２】
　また、本実施形態の撮像装置１００には、デジタル記憶媒体（例えば、ＥＥＰＲＯＭや
ハードディスク等のメモリ媒体）にデジタル画像データを記録するデジタルカメラが含ま
れる。デジタルカメラには、例えば、デジタルムービーカメラ、デジタルスチルカメラ、
又は、それらの複合機などが含まれる。
【００１３】
　撮像装置１００は、光学系１０（撮像用レンズ）を介して被写体像を撮像するように構
成されている。光学系１０は、ズームレンズ（撮像画角を変更可能なレンズ）を用いて構
成されうる。これにより光学的なズーム機能（いわゆる光学ズーム）が撮像装置１００に
提供される。
【００１４】
　撮像装置１００はまた、撮像素子１４を用いて、撮像された画像を電子的に切り取る（
トリミング）ことによる電子的なズーム機能（いわゆる電子ズーム）を有するように構成
されうる。
【００１５】
　なお、撮像装置１００は、光学ズーム及び電子ズームのいずれか一方の機能のみを有す
るように構成される場合もある。また、光学系１０は、交換可能であってもよく、この場
合は、撮像装置１００のズーム制御部４４から光学系１０に対して電気信号を送ることに
より、光学系１０内の駆動機構が変倍用のレンズを駆動してズーム機能を実現してもよい
。又は、撮像装置１００に光学系１０内の変倍用のレンズを機械的に駆動する駆動機構を
設けてもよい。
【００１６】
　光学系１０を通る被写体からの光線（光学的な画角内から入射する光線）は、絞り機能
を備えるシャッター１２の開口を通して撮像素子１４の撮像面に被写体の光学像を形成す
る。撮像素子１４には、例えば、ＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサなどを用いることができ
る。撮像素子１４は、この光学像を電気的なアナログ画像信号に変換して出力する。
【００１７】
　Ａ／Ｄ変換器１６は、撮像素子１４から提供されるアナログ画像信号をデジタル画像信
号に変換する。
【００１８】
　撮像素子１４及びＡ／Ｄ変換器１６は、タイミング発生回路１８から提供されるクロッ
ク信号や制御信号によって制御される。タイミング発生回路１８は、メモリ制御部２２及
びシステム制御回路５０により制御される。
【００１９】
　画像処理部２０は、Ａ／Ｄ変換器１６から提供される画像データ（デジタル画像信号）
又はメモリ制御部２２から提供される画像データに対して画素補間処理や色変換処理等の
画像処理を行う。また、画像処理部２０は、撮像素子１４で撮像された画像データに基づ
いて、ＴＴＬ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動
露出）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光による自動調光）処理のためのデータを演算する
。画像処理部２０は、演算により得られたデータをシステム制御回路５０に提供する。
【００２０】
　システム制御回路５０は、このデータに基づいて露光制御部４０、測距制御部４２（Ａ
Ｆ制御部）を制御し、自動露出やオートフォーカス機能を実現する。さらに、画像処理部
２０は、撮像素子１４で撮像された画像データに基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オートホ
ワイトバランス）処理も実行する。
【００２１】
　メモリ制御部２２は、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像処理部２０、
画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０、圧縮・伸長部３２を制御する。
【００２２】
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　Ａ／Ｄ変換器１６から出力される画像データは、画像処理部２０及びメモリ制御部２２
を介して、又は、画像処理部２０を介することなく直接メモリ制御部２２を介して、画像
表示メモリ２４又はメモリ３０に書き込まれる。
【００２３】
　画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データは、Ｄ／Ａ変換器２６によって
表示用のアナログ画像信号に変換されて画像表示部２８に提供され、これにより画像表示
部２８に撮像画像が表示される。また、画像表示部２８に撮像画像を連続的に表示するこ
とにより、電子ビューファインダ（ＥＶＦ）機能が実現される。画像表示部２８は、シス
テム制御回路５０からの指令によって任意に表示をＯＮ／ＯＦＦされうる。表示をＯＦＦ
にして使用することにより、撮像装置１００の電力消費を低減することができる。
【００２４】
　メモリ３０は、撮像（記憶媒体に記録する画像として撮像）した静止画像や動画像を格
納するために使用される。メモリ３０の容量やアクセス速度（書き込み速度、読み出し速
度）は、任意に設計されうるが、複数枚の静止画像を連続して撮像する連写撮像やパノラ
マ撮像を可能にするためには、それに応じた容量やアクセス速度を与える必要がある。メ
モリ３０は、システム制御回路５０の作業領域としても使用されうる。
【００２５】
　圧縮・伸長部３２は、例えば適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）等により画像データを
圧縮・伸長する回路である。圧縮・伸長部３２は、メモリ３０に格納された画像データを
読み込んで圧縮処理又は伸長処理を行い、処理を終えた画像データをメモリ３０に書き込
むように構成される。
【００２６】
　露光制御部４０は、システム制御回路５０から提供される情報に基づいて、絞り機能を
備えるシャッター１２を制御する。露光制御部４０はまた、フラッシュ４８（発光装置）
と連携したフラッシュ調光機能も有しうる。フラッシュ４８は、フラッシュ調光機能及び
ＡＦ補助光の投光機能を有する。
【００２７】
　測距制御部４２は、システム制御回路５０から提供される情報に基づいて、光学系１０
のフォーカシング用レンズを制御する。
　ズーム制御部４４は、光学系１０のズーミングを制御する。
　バリア制御部４６は、光学系１０を保護するバリア１０２の動作を制御する。
【００２８】
　システム制御回路５０は、撮像装置１００全体を制御するように構成され、画像表示部
２８に表示する撮像条件及び撮像装置１００の状態を示すオブジェクト（表示物）のうち
少なくともいずれかを描画する処理等を実行する画像処理部２５０を含む。
【００２９】
　メモリ５２は、システム制御回路５０の動作用の定数、変数、プログラム、さらには、
画像表示部２８にオブジェクトを表示するためのオブジェクトデータ等を記憶する。オブ
ジェクトデータは、撮像によって生成される画像データとは異なり、画像データを一時的
に保持するメモリ領域とは異なるメモリ領域に保持される。オブジェクトデータは、典型
的には、撮像装置１００の出荷前にメモリ５２に書き込まれる。オブジェクトデータはま
た、撮像装置１００の出荷後に、電気通信回線を通じてダウンロードされるデータ又は記
憶媒体に収めてユーザに提供されるデータに基づいてユーザによって書き換えられてもよ
いし、サービスセンター等において書き換えられてもよい。
【００３０】
　表示部５４は、例えば、ＬＣＤやＬＥＤによって構成され、音源５５は、例えば、スピ
ーカによって構成される。表示部５４及び音源５５はそれぞれ、１又は複数の素子で構成
され、システム制御回路５０におけるプログラムの実行に応じて、文字、画像、音声等に
より動作状態やメッセージ等を出力するように構成され、撮像装置１００の適所に配置さ
れる。表示部５４を構成する一部の表示素子は、光学ファインダ１０４内に配置されうる
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。
【００３１】
　表示部５４に表示される情報のうち、ＬＣＤ等に表示される情報としては、例えば、シ
ングルショット／連写撮像表示、セルフタイマー表示、圧縮率表示、記録画素数表示、記
録枚数表示、残撮像可能枚数表示、シャッタースピード表示などがある。この他にも、絞
り値表示、露出補正表示、フラッシュ表示、赤目緩和表示、マクロ撮像表示、ブザー設定
表示、時計用電池残量表示、電池残量表示、エラー表示、複数桁の数字による情報表示な
どがある。さらには、記憶媒体２００及び２１０の着脱状態表示、通信Ｉ／Ｆ動作表示、
日付・時刻表示などがある。
【００３２】
　また、表示部５４に表示される情報のうち、光学ファインダ１０４内に表示される情報
としては、例えば、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッタースピー
ド表示、絞り値表示、露出補正表示などがある。
【００３３】
　不揮発性メモリ５６は、例えばＥＥＰＲＯＭ等の、電気的に消去・記録が可能なメモリ
である。前述のオブジェクトデータは、不揮発性メモリ５６に格納されてもよい。
【００３４】
　モードダイアル６０は、撮像装置１００の状態を「撮像モード」「再生モード」「ＰＣ
接続モード」などに設定（切り替え）するためのダイアルである。
【００３５】
　第１シャッタースイッチＳＷ１（６２）は、シャッターボタン３１０の操作途中（半押
し）でＯＮとなり、ＡＦ処理、ＡＥ処理、ＡＷＢ処理、ＥＦ処理等の開始をシステム制御
回路５０に指示する。
【００３６】
　第２シャッタースイッチＳＷ２（６４）は、シャッターボタン３１０の操作完了（全押
し）でＯＮとなる。ＳＷ２（６４）は、撮像素子１４から画像信号を読み出してＡ／Ｄ変
換器１６でデジタル画像データに変換した後にこれを画像処理部２０で処理し、メモリ制
御部２２を介してメモリ３０に書き込む処理の開始をシステム制御回路５０に指示する。
ＳＷ２（６４）はまた、メモリ３０から画像データを読み出して圧縮・伸長部３２で圧縮
し、その圧縮された画像データを記憶媒体２００又は２１０に書き込む処理を含む一連の
処理（撮像処理）の開始をシステム制御回路５０に指示する。このスイッチ２からの指示
に応じて、システム制御回路５０は撮影した画像の書き込み処理を制御する。
【００３７】
　ズーム操作部６５は、撮像画角（ズーム倍率或いは撮像倍率）を変更するためにユーザ
によって操作される操作部であって、例えば、スライド式の操作部材又はレバー式の操作
部材と、その動作を検知するスイッチ又はセンサとによって構成されうる。
【００３８】
　操作部７０は、図２に示すボタン又はスイッチ３０１～３１１を含む。操作部７０は、
電源をＯＮ／ＯＦＦしたり、撮像条件を設定或いは変更したり、撮像条件を確認したり、
撮像装置１００の状態を確認したり、撮像済みの画像を確認したりする際に使用される。
【００３９】
　電源制御部８０は、例えば、電源検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロック
を切り替えるスイッチ回路等を含む。電源制御部８０は、電源の有無、電源の種類、電池
残量の検出を行い、その検出結果とシステム制御回路５０からの指令に従ってＤＣ－ＤＣ
コンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間に各ブロックに供給する。撮像装置１００
の本体、電源８６は、それぞれコネクタ８２、８４を有し、これによって接続される。電
源８６は、例えば、アルカリ電池やリチウム電池等の一次電池や、ＮｉＣｄ電池やＮｉＭ
Ｈ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプタ等である。
【００４０】
　記憶媒体２００、２１０は、コネクタ２０６、２１６によって撮像装置１００の本体の
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コネクタ９２、９６に接続される。記憶媒体２１０、２１０は、例えば、半導体メモリ又
はハードディスク等の記録部２０２、２１２と、インタフェース２０４、２１４とを含み
、撮像装置１００のインタフェース９０、９４を介して撮像装置１００内のバスに接続さ
れる。記憶媒体着脱検知部９８は、コネクタ９２、９６に記憶媒体２００、２１０が接続
されているか否かを検知する。
【００４１】
　なお、この例では、記憶媒体を取り付けるインタフェース及びコネクタを２系統有する
ものとして説明したが、これらは１系統でもよいし、３系統以上でもよい。複数系統のイ
ンタフェース及びコネクタを備える場合は、それらは互いに異なる仕様を有していてもよ
い。インタフェース及びコネクタとしては、例えば、ＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパ
クトフラッシュ（登録商標））カード等の規格に準拠したものを用いることができる。
【００４２】
　インタフェース９０及び９４、並びにコネクタ９２及び９６としてＰＣＭＣＩＡカード
やＣＦカード等の規格に準拠したものを採用する場合、次に列挙するカード等を用いて外
部機器との間で画像データや画像データに付属した管理情報を相互に転送できる。そのカ
ードとは、ＬＡＮカードやモデムカード、ＵＳＢカード、ＩＥＥＥ１３９４カード、Ｐ１
２８４カード、ＳＣＳＩカード、ＰＨＳ等の通信カード、等の各種通信カードである。ま
た、外部機器には、コンピュータやプリンタ等の周辺機器を使用できる。
【００４３】
　光学ファインダ１０４は、画像表示部２８によるＥＶＦ機能を使用することなしに撮像
を行うことを可能にする。光学ファインダ１０４内には、表示部５４の一部を構成する表
示素子、例えば、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッタースピード
表示、絞り値表示、露出補正表示などを行うための表示素子が配置されうる。
【００４４】
　通信Ｉ／Ｆ１１０は、ＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣＳＩ、モデム、Ｌ
ＡＮ、ＲＳ２３２Ｃ、無線通信等の各種通信機能を提供する。通信Ｉ／Ｆ１１０には、撮
像装置１００を他の機器と接続するためのコネクタ１１２、又は、無線通信機能を提供す
る際にはアンテナが接続されうる。
【００４５】
　図２は、撮像装置１００の外観構成の一例を示す図である。なお、図２においては、説
明のために不要な構成部分は図示していない。
【００４６】
　メニューボタン３０１は、各種の撮像条件の設定のため、及び、撮像装置１００の状態
を表示させるためのメニューを表示するためのボタンである。メニューは、選択可能な、
及び、値を変更可能な複数の項目のうち少なくともいずれかを含むように構成される。
【００４７】
　決定ボタン３０２は、メニューにおいて値や項目を決定又は選択するためのボタンであ
る。システム制御回路５０は、決定ボタン３０２が押下されると、その時に選択されてい
る値や項目を決定又は選択する。
【００４８】
　表示ボタン３０３は、撮像した画像についての撮像情報の表示・非表示を選択したり、
画像表示部２８をＥＶＦとして機能させるか否かを切り替えたりするためのボタンである
。
【００４９】
　ＳＥＴボタン３０４は、種々のメニュー画面において、さらに詳細な条件等を設定する
ためのメニュー画面に移行するためのボタンである。
【００５０】
　方向ボタン３０５～３０８は、カーソル又はハイライト部等のような、複数の選択肢の
中で選択されている選択肢（例えば、項目、画像）を変更するためのボタンである。また
、選択されている選択肢を特定する指標（例えば画面中に表示するポインタ）の位置を変
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更するためにも用いられる。方向ボタン３０５～３０８はまた、数値（例えば、補正値や
日時等を示す数値など）を増減させるためなどにも使用されうる。本発明においては、方
向ボタン３０５～３０８は、画像編集を行う際の画像効果候補を選択するために使用され
る。
【００５１】
　プリントボタン３０９は、コネクタ１１２を介して有線または無線により接続されたプ
リンタ（図示せず）に、撮影した画像を出力するために使用される。
【００５２】
　電源ボタン３１１は、撮像装置１００を起動及び停止させるため、又は、撮像装置１０
０の主電源をＯＮ／ＯＦＦするためのボタンである。
【００５３】
　モードレバー３１２により、撮像装置１００は画像を撮影するための撮影モードと画像
を再生するための画像閲覧モードに切り替えられ、本発明の画像編集はこのレバーにて画
像閲覧モード中に任意の画像に対して行われる。
【００５４】
　以下、図３を参照して、本実施形態の撮像装置１００における画像編集及び表示処理に
ついて説明する。
　図３は、表示対象画像選択処理及び自動再生処理の流れを示すフローチャートであり、
撮像装置１００が一連の画像編集を終了し、画像閲覧モードへ戻る際に、表示する画像を
選択する実施形態について示したものである。なお本フローは、ユーザ操作に応じて、撮
影モードへの切り替えや電源のオフが行われた場合には終了する。
【００５５】
　ステップＳ３００１にて、システム制御回路５０はモードレバー３１２の状態をチェッ
クし、現在のモードが再生モードか否かを判断する。
【００５６】
　再生モードであると判断すれば、システム制御回路５０は処理をステップＳ３００２に
進める。再生モードでないと判断した場合には、再生モードに切り替えられるまで処理を
繰り返す。
【００５７】
　ステップＳ３００２にて、システム制御回路５０は指定の順序が最後尾の画像を指定し
、記憶媒体２００から読み出して画像表示部２８に表示する。画像の指定順序は予め定め
られており、本実施形態では記憶媒体２００に記憶された画像をファイル名でソートした
順番となる。システム制御回路５０は、ユーザ操作により方向ボタン３０５，３０６が押
されるたびに、記憶媒体２００に記憶された画像の中から、現在指定している画像の前後
の指定順に相当する画像を指定し、画像表示部２８に表示する。いわゆる、「画像送り」
が行われる。図２１に、ステップＳ３００２で表示する画像の一例を示す。
【００５８】
　もちろん、システム制御回路５０は、１画面に１枚の画像を表示するだけでなく、１画
面に複数の画像を表示してもよい。この場合には、表示された複数の画像のうち、指定さ
れた画像を、例えば強調して表示したりして、他の画像と識別できるよう表示する。
【００５９】
　ステップＳ３００３にて、システム制御回路５０はメニューボタン３０１が押されたか
否かを判断する。メニューボタン３０１が押されたと判断した場合、システム制御回路５
０は処理をステップＳ３００４に進める。メニューボタン３０１が押されていない場合に
は、押されるまでステップＳ３００３の処理を繰り返す。
【００６０】
　ステップＳ３００４にて、システム制御回路は再生メニュー画面を画像表示部２８に表
示する。再生メニュー画面を図６に示す。６０１はレタッチマイカラーモードである。レ
タッチマイカラーモード６０１については後述する。
【００６１】
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　ステップＳ３００５にて、システム制御回路５０はメニューのうちレタッチマイカラー
モード６０１が選択された状態で決定ボタン３０２が押下された否かを判断する。押下さ
れたと判断した場合には、処理をステップＳ３０５１に進める。押下されていないと判断
した場合処理をステップＳ３００４に戻す。
【００６２】
　ステップＳ３０５１～３０５６までが画像編集モードの状態であり、画像に対して様々
な編集を施すことが可能となる。すなわち、ユーザ操作により、再生メニュー画面でレタ
ッチマイカラーモード６０１が選択されることにより、撮像装置１００は画像編集モード
を開始する。
【００６３】
　本実施形態では、画像編集モードで実行可能な編集処理の一例として、レタッチマイカ
ラー処理について説明する。この処理は、予め複数用意されている色変化の効果の中から
ユーザが好みの色効果を選択することで、撮像装置１００が画像に対して色による効果を
施す処理である。色効果を施された画像は元の画像とは別の新たな画像として記憶される
。
　ステップＳ３０５１にて、システム制御回路５０は画像表示部２８に画像指定画面を表
示する。
【００６４】
　画像指定画面を図７に示す。７０１は画像である。ユーザが方向ボタン３０５または３
０６を押下するごとに、システム制御回路５０により記録部２０２に記録されている画像
が１枚ずつ順番に指定される。システム制御回路５０は指定した画像を画像表示部２８に
表示するよう制御する。すなわち、ユーザが方向ボタン３０５または３０６を押下すると
、画像表示部２８に画像が順次表示される。
【００６５】
　ステップＳ３０５２にて、システム制御回路５０はメニューボタン３０１が押されたか
否かを判断する。メニューボタン３０１が押されていないと判断した場合には、処理をス
テップＳ３０５３に進める。
【００６６】
　画像選択画面が表示されている状態では、ユーザは方向ボタン３０５または３０６を用
いて画像を選択し、決定ボタン３０２を押下することで編集を施す画像を指定することが
できる。このユーザの操作に応じて、システム制御回路５０は指定された画像を編集対象
として決定する。
【００６７】
　ステップＳ３０５３にて、システム制御回路５０は編集を施す画像を決定しているか否
かを判断する。決定していると判断した場合には処理をステップＳ３０５４へと進める。
決定していないと判断した場合には処理をステップＳ３０５１に戻す。
【００６８】
　ステップＳ３０５４にて、システム制御回路５０は、画像表示部２８に画像に施す編集
の種類をユーザに選択させる編集選択画面を表示する。
【００６９】
　編集選択画面を図８に示す。図８において、ユーザは方向ボタン３０５または３０６を
用いて複数ある色効果８０１の中から所望のものを選択する。
【００７０】
　色効果８０１が選択されると、システム制御回路５０は画像処理部２５０によって、画
面上の画像７０１に色効果を付す処理を行う。この時点ではまだ編集は確定せず、編集画
像は記憶媒体２００に保存されない。
【００７１】
　一例として、色効果「セピア」を付した画像を図９の９０１に示す。９０２は確認ダイ
アログであり、ユーザ操作により「ＯＫ」が選択されるとシステム制御回路５０は編集を
確定し、処理をステップＳ３０５６に進める。
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【００７２】
　ステップＳ３０５６にて、システム制御回路５０は編集画像を新たな画像として記憶媒
体２００に記憶する。この際、システム制御回路５０は新たな編集画像にファイル名を付
与する。本実施形態では、ファイル名は編集前の元画像とは関連のない名前が付与される
。通常、ファイル名は連番で付与されるため、新たに記憶された直後の編集画像は記憶媒
体２００に記憶された画像の中で最も大きなファイル名を付与されることになる。従って
、編集画像の指定の順序は最後尾となる。
【００７３】
　画像を記憶した後は、システム制御回路５０は処理をステップＳ３０５１に戻し、画像
表示部２８に図７に示す画面を表示する。
【００７４】
　以下、システム制御回路５０はユーザの操作に応じてステップＳ３０５１～３０５６の
処理を繰り返すことで、複数の画像に編集処理を行う。
【００７５】
　画像編集モードＳ３０５０にある状態で、ユーザによりメニューボタン３０１が押下さ
れると、システム制御回路５０は現在のステップをキャンセルし、処理を一つ前のステッ
プに戻す。そしてステップＳ３０５１においてにメニューボタン３０１が押下されると、
システム制御回路５０は処理をステップＳ３００６に進め、画像編集モードＳ３０５０を
終了する。
【００７６】
　ステップＳ３００６にて、システム制御回路５０は画像編集モードＳ３０５０において
画像編集を一度でも行ったかどうかを判断する。具体的には、編集前と編集後のファイル
数を比較し、ファイル数が異なっている場合には画像編集を行っていると判断する。画像
編集を行っている場合には処理をステップＳ３００７に進める。
【００７７】
　ステップＳ３００８にて、システム制御回路５０は画像表示部２８に表示画像選択画面
を表示する。図１０に表示画像選択画面を示す。ユーザはこの画面の「はい」ボタン１０
０１または「いいえ」ボタン１００２を選択することでこの後表示する画像を決定するこ
とができる。
【００７８】
　ステップＳ３００８にて、システム制御回路５０は、ユーザにより編集画像を表示する
ことを選択されたか否か、すなわちユーザが表示画像選択画面で「はい」ボタン１００１
を選択したか否かを判断する。ユーザにより「はい」ボタン１００１が選択された場合に
は、システム制御回路５０は処理をステップＳ３００９に進める。
【００７９】
　ステップＳ３００９において、システム制御回路５０は編集モードにて複数の画像を編
集したか否かを判断する。具体的には、編集前と編集後のファイル数を比較し、ファイル
数が２以上増加している場合には複数画像の編集を行っていると判断する。複数の画像を
編集していないと判断した場合には処理をステップＳ３０１１に進める。
【００８０】
　ステップＳ３０１１において、システム制御回路５０は画像編集モード終了後に表示さ
れる画像として、編集モードにて編集して新たに記憶した編集画像を指定し、画像表示部
２８に表示する。ステップＳ３０１１において表示される画面を図１１に示す。図１１に
示す画面が表示された状態で方向ボタン３０５または３０６が押されると、編集画像から
順番に画像送りが開始される。
【００８１】
　ステップＳ３００９において複数の画像が編集されたと判断した場合には、システム制
御回路５０は処理をステップＳ３０１２に進める。
【００８２】
　ステップＳ３０１２において、システム制御回路５０は、画像表示部２８に複数の編集
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画像をマルチ表示する。マルチ表示とは一画面に複数の画像を縮小して表示するものであ
る。本実施形態におけるマルチ表示では、編集した一連の画像群のうち、最初に編集した
ものが指定される。システム制御回路５０は、画像編集を行い最初に保存した画像ファイ
ルの番号をカウンタ値として記憶しておき、画像モード終了後にそのカウンタ値に基づい
て表示する画像を指定する。なお、複数の画像のうち、最後に編集した画像が指定されて
もよいし、ファイル名のソート順に基づいて指定する画像を決定してもよい。
　マルチ表示後、システム制御回路５０は処理をステップＳ３０１３に進める。
【００８３】
　図１２にマルチ表示の例を示す。図１２では１画面に９枚の編集画像１２０１が表示さ
れている。このように複数の編集画像をマルチ表示することで、ユーザは編集モードを終
了した際に編集した画像の一覧を見ることができ、視認性が高まる。もちろん、編集画像
が９枚以下であれば、編集画像の数だけ表示される。図１２に示す画面が表示された状態
で方向ボタン３０５または３０６が押されると、現在指定されている画像から順番に画像
送りが開始される。
【００８４】
　ステップＳ３００８にて編集画像の表示が選択されなかった場合、すなわち表示画像選
択画面で「いいえ」ボタン１００２が選択されたと判断した場合には処理をステップＳ３
０１０に進める。
【００８５】
　また、ステップＳ３００６にて、ステップＳ３０５０全体で一度も画像の編集を行わな
かったと判断した場合には、システム制御回路５０は処理をステップＳ３０１０に進める
。
【００８６】
　ステップＳ３０１０において、システム制御回路５０は、最後にステップＳ３０５１で
表示した画像、すなわち編集前の画像を指定し、画像表示部２８に表示する。編集前の画
像が表示された状態で方向ボタン３０５または３０６が押されると、編集前の画像から順
番に画像送りが開始される。
【００８７】
　ステップＳ３０１３ではプリント処理を行う。この処理については後述する。プリント
処理が終了すると、システム制御回路５０は処理をステップＳ３００３に戻す。
【００８８】
　ここで、本実施形態におけるステップＳ３０１３のプリント処理を、図４のフローを用
いて詳細に説明する。
【００８９】
　ステップＳ４００１にて、システム制御回路５０はユーザ操作によりプリントボタン３
０９が押されたか否か判断する。押されたと判断した場合には処理をステップＳ４００２
に進める。押されていないと判断した場合には処理を終了し、図３のフローに戻る。
【００９０】
　ステップＳ４００２にて、システム制御回路５０はステップＳ３０１２にてマルチ表示
処理が行われているか否かを判断する。マルチ表示が行われていない、すなわちステップ
Ｓ３０１１における一枚表示が行われていると判断した場合には処理をステップＳ４００
４に進める。
【００９１】
　ステップＳ４００４にて、システム制御回路５０は現在表示中の画像をプリント対象と
してメモリ５２または記憶媒体２００に画像の識別情報を記憶し、画像表示部２８にプリ
ント設定画面（図示せず）を表示する。
【００９２】
　ステップＳ４００７において、ユーザはプリント設定画面を見ながら、操作部７０を用
いて各種プリント設定を行う。プリント設定画面では、例えば用紙サイズ、用紙の種類、
印刷枚数、フチ有り／フチ無しの選択などを行うことができる。システム制御回路５０は
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ユーザの選択操作に応じて各種プリント設定をメモリ５２または記憶媒体２００に記憶す
る。
【００９３】
　ステップＳ４００８において、システム制御回路５０はユーザ操作により決定ボタン３
０２が押されたか否か判断する。押されたと判断した場合には処理をステップＳ４００９
に進める。押されていないと判断した場合には押されるまで処理を繰り返す。
【００９４】
　ステップＳ４００９において、システム制御回路５０は印刷対象とした画像を記憶媒体
２００から読み出し、コネクタ１１２を介して接続されたプリンタに画像及びプリント設
定を転送し、プリント処理を終了する。プリンタは受信した画像及びプリント設定に基づ
き、プリントを実行する。
【００９５】
　次に、ステップＳ４００２で、マルチ表示処理が行われていると判断した場合について
説明する。この場合には、システム制御回路５０は処理をステップＳ４０１０に進める。
【００９６】
　ステップＳ４０１０にて、システム制御回路５０は画像表示部２８に印刷形式設定画面
を表示する。印刷形式設定画面の一例を図１３に示す。１３０１は一括印刷ボタンであり
、マルチ表示されている画像を一括でプリントする指示を行うためのボタンである。１３
０２は１枚印刷ボタンであり、マルチ表示されている画像を１枚ずつプリントする指示を
行うためのボタンである。
【００９７】
　ステップＳ４００３にて、システム制御回路５０は印刷形式設定画面において、ユーザ
操作によって一括印刷ボタン１３０１が選択されたか否かを判断する。一括印刷ボタン１
３０１が選択されたと判断した場合には処理をステップＳ４００５に進める。
【００９８】
　ステップＳ４００５にて、システム制御回路５０は、マルチ表示されている画像すべて
をプリントの対象として決定し、処理をステップＳ４００７に進める。
【００９９】
　ステップＳ４００７～ステップＳ４００９は一枚表示の場合と同様である。ステップＳ
４００９では、ステップＳ４００５でプリント対象となったすべての画像が印刷される。
【０１００】
　ステップＳ４００３にて、一括印刷ボタン１３０１が選択されなかったと判断した場合
、すなわち１枚印刷ボタン１３０２が選択されたと判断した場合には、システム制御回路
５０は処理をステップＳ４００６に進める。
　ステップＳ４００６にて、システム制御回路５０は画像表示部２８に印刷画像選択画面
を表示する。印刷画像選択画面を図１４に示す。
【０１０１】
　ユーザは印刷画像選択画面を見ながらプリントする画像を選択する。選択された画像は
１４０１のように太枠表示される。
　システム制御回路５０は、印刷画像選択画面でユーザに選択された画像をプリント対象
として決定し、処理をステップＳ４００７に進める。
　ステップＳ４００７～４００９の処理は１枚表示のときと同様である。
【０１０２】
　なお、印刷画像選択画面では印刷対象を１つ選択する構成としたが、図１５に示すよう
に、任意の印刷対象を複数選択出来る構成としてもよい。図１５では、１４０１、１４０
２、１４０３が印刷対象となっている。
【０１０３】
　なお、プリントの対象を決定したり、各種プリントの設定を行う場合には、ＤＰＯＦ（
Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｐｒｉｎｔ　Ｏｒｄｅｒ　Ｆｏｒｍａｔ）形式のファイルを用いて行っ
てもよい。
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【０１０４】
　本実施形態では、画像編集モードを終了した際に、画像編集後に編集前の画像を指定す
るか編集後の画像を指定するかをユーザに選択させることが可能である。
【０１０５】
　従って、ユーザが編集前の画像を指定するよう選択すれば、画像編集モードを終了した
途端に、編集画像に画面がジャンプしてしまうことを防ぐことが出来る。
【０１０６】
　また、ユーザが編集後の画像を表示するよう選択すれば、編集画像にさらに何らかの処
理、例えばプリント処理を行う場合に、編集後の画像を探すという煩雑な操作が不要とな
る。
【０１０７】
　さらに、１回の編集モードで複数の画像を編集した場合には、編集画像をマルチ表示す
ることで、ユーザは一見して編集した画像を把握することが可能である。また、マルチ表
示の場合は一括プリントを可能としたことで、ユーザは複数の編集画像を簡単な操作でプ
リントすることが可能となる。
【０１０８】
　＜第２の実施形態＞
　次に、第２の実施形態について説明する。
　第１の実施形態では図１０に示す表示画像選択画面を、画像編集モードを終了する際に
表示していた。
【０１０９】
　本実施形態では、画像編集モード中に表示画像選択画面を表示する構成とすることで、
繰り返し編集を行う場合におけるユーザ操作を容易にした。
【０１１０】
　以下、第１の実施形態と同様の部分は説明を省略し、本実施形態に特徴的な部分につい
て説明を行う。
　図５に本実施形態における画像編集及び表示の処理フローを示す。
【０１１１】
　図５のフローのうち、ステップＳ５００１～５００５、ステップＳ５０５１～５０５６
は、図３のフローのステップＳ３００１～３００５、ステップＳ３０５１～３０５６と同
様であるため、ここでは説明しない。
【０１１２】
　以下、ステップＳ５０５７以降の処理について述べる。
　ステップＳ５０５７において、システム制御回路５０は画像表示部２８に、図１０に示
す画像選択画面を表示する。
【０１１３】
　ステップＳ５０５８にて、システム制御回路５０は、ユーザにより編集画像を表示する
ことが選択されたか否かを判断する。すなわち、第１の実施形態におけるステップＳ３０
０８に対応する処理を行う。編集画像を表示することが選択されたと判断した場合には処
理をステップＳ５０５９に進める。
【０１１４】
　ステップＳ５０５９において、システム制御回路５０は編集画像を画面に指定し表示す
る。編集画像が表示された状態で方向ボタン３０５または３０６が押されると、編集画像
から順番に画像送りが開始される。
【０１１５】
　ステップＳ５０５８において、編集画像を表示することが選択されなかった、すなわち
編集前の画像の表示が選択されたと判断した場合には、システム制御回路５０は処理をス
テップＳ５０６０に進める。
【０１１６】
　ステップＳ５０６０にて、システム制御回路５０は編集前の画像を指定し画像表示部２
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８に表示する。編集前の画像が表示された状態で方向ボタン３０５または３０６が押され
ると、編集前の画像から順番に画像送りが開始される。
【０１１７】
　また、ステップＳ５０５２においてメニューボタン３０１が押されたと判断した場合に
は、システム制御回路５０は処理をステップＳ５００６に進める。
【０１１８】
　ステップＳ５００６にて、システム制御回路５０は編集前の画像を指定し画像表示部２
８に表示し、処理をステップＳ５００２に戻す。
【０１１９】
　以上、本実施形態における処理フローを説明した。この処理を具体的な例を用いて説明
する。
【０１２０】
　図１６にステップＳ５００４で表示される再生メニュー画面を示す。ここでステップＳ
５００５において、ユーザが「画像編集」１６０１を選択すると、画像編集モードとなる
。
【０１２１】
　画像選択画面が表示され（Ｓ５０５１）、編集の対象となる画像を選択すると（Ｓ５０
５３）、図１７に示す編集選択画面が表示される。１７０１は色処理アイコンであり、各
種の色処理を指示するアイコンである。１７０２は露出補正アイコンであり、露出の補正
を指示するアイコンである。１７０３は赤目処理アイコンであり、赤目処理を指示するた
めのアイコンである。なお、図１７に示す画像は、１７０４の部分が赤目となっている。
【０１２２】
　ユーザが赤目処理アイコン１７０３を選択すると（Ｓ５０５５）、赤目処理が行われ、
編集画像が保存される（Ｓ５０５６）。
【０１２３】
　編集後、図１０に示す表示画像選択画面が表示される（Ｓ５０５７）。ここでユーザが
「はい」ボタン１００１を選択すると（Ｓ５０５８／ＹＥＳ）、編集画像が指定される。
その結果、画像選択画面に図に示す編集画像が表示される（Ｓ５０５９）。赤目処理を行
った編集画像を図１８に示す。
【０１２４】
　そして、画像選択画面に先程編集して保存した画像が表示される（Ｓ５０５１）。従っ
て、ユーザは編集した画像を再度探すという煩雑な操作なしに、編集画像を表示させるこ
とができる。
【０１２５】
　ユーザは再度編集画像を選択することで（Ｓ５０５３）、図１９に示す編集選択画面で
新たな編集処理を選択することができる（Ｓ５０５４）。
【０１２６】
　図２０に、さらに色処理「セピア」を選択した場合の画像を示す。この処理により、ユ
ーザは赤目処理と色処理の双方が行われた画像を得ることができる。
【０１２７】
　本実施形態では、画像が１枚編集されたタイミングで表示画像選択画面を表示する構成
とした。この構成により、画像モードを抜けることなく画像処理を繰り返し行うことが可
能となる。
【０１２８】
　＜その他の実施形態＞
　本発明の趣旨は何らかの手を加えた画像を保存した後に指定される画像の選択に関わる
ものであり、画像編集の種類は上記実施形態に記載に限定されるものではない。例えば色
補正やストロボ発光による赤目を修正するモードや、露出の他、ガンマ値の補正、手ぶれ
に対する補正、画像のトリミングなど、様々な画像編集に対して有効であることは言うま
でもない。
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　また上述した実施の形態の処理は、各機能を具現化したソフトウェアのプログラムコー
ドを記録した記憶媒体をシステム或は装置に提供してもよい。そして、そのシステム或は
装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを
読み出し実行することによって、前述した実施形態の機能を実現することができる。この
場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実現
することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することにな
る。このようなプログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピ
ィ（登録商標）ディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスクなどを用いるこ
とができる。或いは、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、
ＲＯＭなどを用いることもできる。
【０１３０】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した各
実施の形態の機能が実現されるだけではない。そのプログラムコードの指示に基づき、コ
ンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部
又は全部を行い、その処理によって前述した各実施の形態の機能が実現される場合も含ま
れている。
【０１３１】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書きこまれ
てもよい。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡
張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前
述した各実施の形態の機能が実現される場合も含むものである。
【図面の簡単な説明】
【０１３２】
【図１】第１の実施形態における撮像装置１００の構成を示す機能ブロック図である。
【図２】第１の実施形態における撮像装置１００の外観構成の一例を示す図である。
【図３】第１の実施形態における画像編集処理及び画像編集モード終了後の表示画像選択
処理の流れを示すフローチャートの一例である。
【図４】第１の実施形態におけるプリント処理の流れを示すフローチャートである。
【図５】第２の実施形態における画像編集処理及び画像編集モード終了後の表示画像選択
処理の流れを示すフローチャートの一例である。
【図６】第１の実施形態におけるメニュー画面の一例を示す図である。
【図７】第１の実施形態における編集モードの画像選択画面の一例を示す図である。
【図８】第１の実施形態における編集モードの編集選択画面の一例を示す図である。
【図９】第１の実施形態における編集後の画像の一例を示す図である。
【図１０】第１の実施形態における表示画像選択画面の一例を示す図である。
【図１１】第１の実施形態における編集後の画像の一例を示す図である。
【図１２】第１の実施形態における編集画像のマルチ表示の一例を示す図である。
【図１３】第１の実施形態における印刷形式決定画面の一例を示す図である。
【図１４】第１の実施形態における編集画像のマルチ表示の一例を示す図である。
【図１５】第１の実施形態における編集画像のマルチ表示の一例を示す図である。
【図１６】第２の実施形態におけるメニュー画面の一例を示す図である。
【図１７】第２の実施形態における編集モードの編集選択画面の一例を示す図である。
【図１８】第２の実施形態における編集後の画像の一例を示す図である。
【図１９】第２の実施形態における編集モードの編集選択画面の一例を示す図である。
【図２０】第２の実施形態における編集後の画像の一例を示す図である。
【図２１】第１の実施形態における再生画像の一例を示す図である。
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】
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